
２　天明期の飢饉

　天明期の飢饉の被害も大きく、場所によっては旱害も起こったが大半の凶作の原因は冷害であったといわれる。


　「在方諸事控」の天明４年７月１１日条には、「当春河村郡内の者共、橋津辺之大勢集り出候節」と、農民の徒党活動があり、橋津に集結してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほうき),蜂起)しようとした事態があった。


　橋津には藩倉があり、藩米積み出しの拠点であったから飢饉対策を急務と主張し大坂廻米を阻止しようとする動きであったのかもしれないと県史４巻に述べている。
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